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異動年月日 所属 職名 氏名 異動事項 備考
2012.9.16 原子核 特任助教 吉田　　亨 任命 特任研究員から
2012.9.18 ビッグバン 客員教授 MARTIN JEROME 採用
2012.9.28 物理 講師 原田　崇広 辞職
2012.9.30 国際化戦略室 特任専門職員 川村　真理 任期満了退職
2012.9.30 国際化戦略室 特任専門職員 添田　幸子 任期満了退職 国際化推進室・特任専門職員へ
2012.10.1 物理 特任助教 辻　　直人 採用
2012.10.1 国際化推進室 特任専門職員 添田　幸子 採用 国際化戦略室・特任専門職員から
2012.10.14 スペクトル 助教 岡島　　元 辞職
2012.10.31 生科 助教 若林　憲一 辞職 東京工業大学資源化学研究所・准教授へ

2012.11.1 ビッグバン 客員教授
STAROBINSKIY
ALEXEY
ALEXANDROVICH

採用

2012.11.1 地惑 助教 河原　　創 採用

人事異動報告人事異動報告

　本学名誉教授 飯山敏道先生は 2012 

年 9 月 15 日，肺炎のためご逝去され

ました。享年 84 歳でした。飯山先生

は 1951 年に本学地質学科を卒業後，

1954 年に同教室の助手になられました。

翌年に東京医科歯科大学歯科材料研究所

に転任され，フランス政府給費留学生に

なられましたが，1960 年には同研究所

を助教授で退職し，フランス国立中央科

学研究所に移られました。その後，フラ

ンスにすっかり定着して研究生活を送っ

ておられたところを，1976 年に当時の

久城育夫教授らが口説き落として本学教

授に迎えたのでした。先生とフランスと

の繋がりは，日仏海溝（KAIKO）計画の

実現などを通じて帰国後も継続され，文

字通り日仏の架け橋となられました。そ

の功績からフランスより国家功労勲章の

騎士号と士官号が授与されています。

　フランス時代から，飯山先生の研究の

中心にあったのは鉱物・溶液間のイオン

交換実験でした。先生は面白い現象に気

づかれると，どうすればそれを実験的に

検証できるかあれこれ工夫され，新しい

方法や器具を考え出されます。うまく

いったときは，よく両手をこすり合わす

仕草をされ，最も楽しそうでした。先年，

肺の大手術をされた後も，心底からの研

究者であった先生の好奇心は衰えを知ら

ず，幅広く学会や講演会に顔を出してお

浦辺　徹郎（地球惑星科学専攻　教授）

飯山敏道先生のご逝去を悼む

故・飯山敏道先生
（2006 年尾瀬にて）

られました。今は天国への道のりの途中

に面白い現象を沢山発見し，どうすれば

実験できるかと考えながら進んでおられ

るのではないかと想像しております。

　名誉教授宮本梧楼先生は 2012 年７月，

百歳でご逝去されました。先生は 1936

年に東大理学部物理学科を卒業され，理

研でサイクロトロンを使って放射性同位

元素を作り，β崩壊の実験を始められま

した。その後，東大理学部教授として原

子核，加速器，核融合の広い分野で活躍

され，それぞれの分野でリーダーとなる

多くの人材を育てられました。

　先生は既存の測定装置に満足されず，

非常に明るい渦巻き型収束質量分析器を

発案されました。敗戦によって立ち遅れ

た高エネルギー加速器の研究に着手され，

国内初の中間子生成を目指し，1954 年，

東大強収斂電子シンクロトロンを建設さ

れました。実験成果は核研 3 GeV 電子

シンクロトロン，更に高エネ研 12 GeV

陽子シンクロトロンの礎になりました。

　先生は制御熱核融合研究にもいち早く

取り組まれ，我が国の研究体制の組織化

に尽力され，今日世界をリードする全国

的研究体制の礎を作られるとともに，プ

ラズマベータトロン，プラズマライナッ

ク，回転プラズマなどの独創的研究も進

められました。

　先生は弟子に何かを押し付けようとは

されず，自分で努力して独り立ちしてい

くのを温かく見守る理想的な教育者でし

遠山　濶志

宮本梧楼先生のご逝去を悼む

故・宮本梧楼先生（1998 年 3 月）

た。プラズマベータトロンの実験に参加

した頃を懐かしく思い出します。

　古き良き時代の優れた物理学者列伝に

載る最後のおひとりとのお別れです。

　ご冥福を心からお祈りいたします。
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あとがきあとがき
　本年度から編集委員になり，11 月号

を担当しました。先ずはお詫びから。こ

れまで情報発信に無関心でいたこと，広

報活動の重要性に背を向けていたこと，

お忙しい中寄稿してくださる方々の厚意

を知らなかったこと等々・・・この場を

お借りして過去の不明をお詫びいたしま

す。大学院生の頃，長老の先生から「実

験以外のことに目を向けるな」，「論文

以外の文章を書くな」，と強く言われた

のがすり込まれておりました（言い訳

です）。11 月号から横山広美先生の連載

エッセイ「理学の窓」が始まりました。

「窓（=? window）」はなかなか含蓄のあ

る言葉で，翻訳をしていたときたいへん

苦しんだ経験があります。エッセイは第

一回からパンチが効いた興味深くも身の

引き締まる読み物で，次回も楽しみです。

石田　貴文（生物科学専攻　准教授）
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種別 専攻 申請者名 論文題目
2012 年 9月 18 日付学位授与者（2名）
課程 生化 岡本　直樹 ヒトグアニル酸シクラーゼ B 受容体並びにその細胞外ドメインの大量生産と生化学的解析

課程 生科 中山新一朗 有害突然変異動態と自家受精の進化的安定性：出現，絶滅，混合繁殖システムについて（※）

2012 年 9月 27 日付学位授与者（8名）
課程 物理 前田　賢志 原子・分子双極子フェルミ気体と中間子凝縮（※）

課程 物理 VERMA Virendra
Kumar X 線磁気円二色性によるマルチフェロイックおよび 希薄磁性物質の研究（※）

課程 物理 王　　　瑜 ホタル生物発光色変化の定量およびその場分光による研究（※）
課程 天文 福士比奈子 低金属量環境下における質量放出 AGB 星の研究（※）

課程 天文 和泉　　究 レーザー干渉計型重力波検出器における動作点引込みのためのマルチカラー干渉技術（※）
課程 地惑 木下　武也 準地衡流系及びプリミティブ方程式系における 3 次元残差流と波活動度フラックスの定式化（※）
課程 化学 尾畑　直樹 有機太陽電池のモルフォロジーと性能との相関に関する研究（※）
課程 生科 兼井　麻利 胚発生過程における葉のアイデンティティー確立に関する研究（※）


